
I はじめに

現在，全国の就労看護師約81万人のうち 87.4％の

看護師が病院及び診療所で働いている．その一方で，

社会福祉施設，訪問看護ステーション，学校，一般企

業など病院以外の様々な分野で働く看護師も存在する．
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Abstract

ApurposeofthisstudyistomakeitclearwhatfactorsfornursesworkingattheRedCrossBlood

Centerareneededtocontinuetheirjob.

Datawerecollectedbysemi-structuredinterviewstoseventeennurseswhohadmorethanfiveyears

ofnursingexperienceasregularstaffsofRedCrossBloodCenterinTokaiarea.Theywereanalyzed

byaqualitativedescriptivemethod.Andfivecorecategoriesemergedfrom them.Thesecore

categorieswereasfollows;

1）Livingbackground,

2）Sustainablepleasantworkingenvironment

3）Self-fulfillment

4）AccomplishmentofherdutyasanurseoftheRedCrossBloodCenter

5）Surgeofthesenseofbelongingtotheworkplace

Nursesworkasmembersoftheworkplace,asdwellerswholiveinthesociety,andearnaliving.No

matteriftheywanttoquittheirjobs,itisnecessaryforthemtocontinueworkinginordertobring

theirchildrenuporlivericherlives.Theyfeltthatitisdifficultforthemtocontinuetheirjobs

becauseoflifeeventsorsickness.Atthattimetheyadjustedlaborenvironment,andgotmaterialand

spiritualsupportfromothers.

Nomatterhowdifficulttheirjobswere,theymadeanefforttocontinuetheirjobspositively.

Affirmativeoccupationalexperiencessuchasfeelingasenseoffulfillmentofjoborjoyofworking

broughtthem thewillofnursing.Havingagoodhumanrelationshipwithcolleaguesbecame

emotionalmainstay.Theyarefellowworkerswhocheereachotherupwhenoneofthemhashard

times.Theyarefellowworkerswhomtheycantalkwitheachother.Theyarecooperativetowork

with.Asupportsystemwhichfunctionedwelltofellowworkerssupportsthewilltocontinuetheir

job.Nursescandeepenattachmenttotheorganizationbyhavinggotanactualfeelingtoworktohelp

itandsociety.

Researchfindingssuggestthatnursesneedsomeconditionsinordertocontinuetheirjobsasfollows:

・Toworkwhilesettinggreatvalueontheirfamilyanddailylife・,・Tofixtheenvironment・,・To

realizeself-fulfillment・,・Todotheirdutysurelyasanurse・and・Tofeelasenseofbelongingto

workplace・.
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赤十字血液センター（以下血液センター）も日常的な

業務の中で，献血者に対する採血や健康状態の観察な

ど，看護の役割を必要とする職場の一つである．

血液センターは，輸血を要する患者のために献血と

して必要な血液を受け入れ，輸血用血液を安全かつ円

滑に供給し，治療に役立たせる責務を有している．こ

の責務を成し遂げるためには，業務を安全に遂行でき

る能力を持つ看護師の育成と，その能力を有する看護

師が職場に定着することが不可欠であると考える．

近年，研究者の勤務する血液センターでは，看護師

の離職が問題となっており，人員の確保に苦慮してい

る．研究者の勤務する施設での看護師の離職率は，H

18年度で 12.6％であったが，H19年度には 15.8％と

上昇した．業務に慣れた看護師の離職により，勤務し

ている看護師の業務負担が増し，さらなる離職を招い

てしまう可能性がある．また，職務経験の蓄積は看護

師の業務の質を高めることにも役立つことから，看護

師の定着に向けた働きかけの必要性を感じた．そこで，

看護師が就業続継できた要因を知ることで，離職防止

の一助となると考えた．

就業継続に関する先行研究には，病院で働く職員を

対象に調査したものが報告されている（中山 1994）

（中山 1997）（吉田 2006）（稲垣 1994）．看護師が

仕事にやりがいを見いだし，満足度や継続意志を高め

ていくためには，看護師が最も価値をおいている「患

者ケア」に関することへのサポートが必要であること

を明らかにしている（中山 1994）．しかし，患者と

接することのない看護師の就業継続要因は，病院で働

く看護師のものとは異なる可能性が考えられる．

本研究では，血液センター看護師の就業継続の要因

を明らかにし，就業継続を促進するための示唆を得る

ことを試みた．

II 研究目的

血液センター看護師の就業継続の要因は何かを明ら

かにする．

III 研究方法

1．用語の操作上の定義

本研究では次のように用語を定義して用いた．

1）就業継続：現職場での仕事を続けていくこと．

2）看護師：血液センターで正規職員として勤務する

看護師．

3）血液センター：献血の受入から，採血した血液の

品質検査，血液製剤の製造保管，医療機関への供給

まで一貫した業務を行い，全国に66ヶ所設置され

た血液事業を行う施設．

2．研究対象者

本研究での対象者は東海圏内の血液センターで正規

職員として5年以上の勤務経験を持つ看護師で，本研

究について口頭及び文書で説明し同意を得られた看護

師17名を対象とした．

3．データ収集期間

平成21年6月10日～平成21年8月18日

4．データ収集方法

半構造化面接法によるインタビューによりデータ収

集を行った．質問項目は，「赤十字血液センターに就

職した理由」「赤十字血液センターで仕事をしていて

よかったと思うこと」「仕事を続けていく上での支え」

「仕事を続ける上での障害」「仕事を続ける上での障害

をどのように乗り越えてきたか」「仕事を続けようと

いう考えを強化させた要因」「血液センターの看護師

が就業継続できるための要因」についての質問をきっ

かけに，自分の気持ちを自由に語ってもらった．

面接は，許可を得て ICレコーダー［SANYO

ICR-S260RM（H）,SONY NW-S738F］に録音し，

これをもとに逐語録を作成した．

5．倫理的配慮

本研究は，三重大学医学部研究倫理委員会の承認を

得て実施した．

研究対象者に対し，データは本研究以外には使用し

ないこと，研究対象者のプライバシーと匿名を厳守す

ること，研究への協力は自由意志でありいつでもイン

タビューを中断でき中断しても何ら不利益をこうむる

ことはないこと，話したくない事や苦痛に感じる事は

話す必要はないことを説明し，書面での同意を得た．

6．データ分析方法

逐語録の記述をデータベースとし，KJ法（川喜多,

1967）の手法を用いて分析した．KJ法は，多くの断

片的なデータを統合し，核心となる要因を抽出できる

という点において優れている．この手法は離職・継続

に対する看護師の様々な思いをうまく抽出・整理でき

る方法であると判断した．

まず，逐語録を精読し文脈を整えた上で意味のある

文章に分割した．これらの中から，研究目的に関連す

るものを拾い出してコード化し，Excelファイルに添

付した．次にこれらのコードのうち意味の近いもの同
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士を集め，小グループに分けた．小グループの意味す

るところを「下位カテゴリー」として分類し要約した．

さらに「下位カテゴリー」を利用して，より抽象度を

高めて上位のグループに分け「中位カテゴリー」とし

た．同様に「中位カテゴリー」についても繰り返し実

施し「上位カテゴリー」とした．

分析を進めていく中で逐語録を幾度も読み返し，面

接時の録音を聞きなおすことで，内容の取り違えやニュ

アンスのすれ違いがないように努めた．また，分析の

過程において，共同研究者間でディスカッションを繰

り返し，信頼性と妥当性の確保に努めた．

IV 結 果

1．研究対象者の背景

研究対象者17名の内，スタッフナースが13名，係

長が2名，課長が2名であった．看護師の経験年数は，

11～15年が2名，16年～20年が6名，21年以上が9

名であり，血液センターでの勤務年数は，6～10年が

4名，11～15年が3名，16年以上が10名であった．

研究対象者が勤務している場所は，固定施設と移動採

血車での勤務が5名，固定施設が12名であった．

2．面接の概要

面接に要した時間は，最長66分，最短19分であっ

た．平均時間は，40.7分であった．面接場所は，研究

対象者の勤務する施設の一室で実施した．

3．カテゴリーの抽出

分析の結果，「血液センター看護師が職務継続でき

る要因」について，402のコードが抽出された．これ

らのコードから59の下位カテゴリーと14の中位カテ

ゴリーが形成され，最終的には，【生活背景】，【働き

続けられる環境づくり】，【自己実現】，【血液センター

看護師の役割の遂行】，【職場への帰属意識の高まり】

という，5の上位カテゴリーが導き出された．以下，

上位カテゴリーは【 】で表し，中位カテゴリーは

〔 〕，下位カテゴリーは《 》で表す．

1）【生活背景】

看護師の置かれている生活背景を示したものをいう．

（1）〔生活者としての家族的責任〕

社会に生きる1人の生活者としての家族に対す

る責任を表し，家族を養うために働き続ける必要

性があることを示している．

下位カテゴリーは《母親役割》，《生活の維持》，

《子供の教育費が必要》が抽出された．

（2）〔働く意志〕

血液センターで働きたいという気持ちを構成して

いるものをいう．下位カテゴリーは《就職動機》，

《病院の看護職に復帰することへの不安》，《社

会参加をしたい》が抽出された．

（3）〔生活の中の労働〕

働き続けている看護師が担っている家庭での生

活負担を表す内容である．下位カテゴリーは《子

育てをしながら働く》，《単身で生活しながら働

く》，《介護をしながら働く》が抽出された．

（4）〔気分転換と仕事との関係〕

職業生活を送る中で発生する困難や試練を克服

し，心身の安寧を保つきっかけとなる要素を示す．

下位カテゴリーは《ストレスの解消》，《仕事に

向かう意欲を生み出す趣味》，《気分転換》が抽

出された．

2）【働き続けられる環境づくり】

働き続けられる環境を整備するために，他者から

受けた支援や自らの働きかけをいう．

（1）〔働く環境の整備〕

自ら選択したり交渉して獲得した社会資源を活

用することで就業継続していることを示す．下位

カテゴリーは《夜勤がない生活》，《通勤可能な

距離》，《保育施設の利用》，《子供が病気のとき

の対応》，《勤務時間の調整》，《子育て支援》，

《休みの確保》，《家庭生活との両立》，《福利厚

生制度の利用》が抽出された．

（2）〔他者からの支援〕

家族内外の人による家事の手助けやねぎらいの

言葉などのソーシャルサポートを示す．下位カテゴ

リーは《家族の理解と協力》，《夫の理解と協力》，

《子供の理解と協力》，《実家の理解と協力》，《職

場の理解と協力》，《上司の理解と協力》，《仕事

をしていく上での心の支え》が抽出された．

（3）〔職場の人間関係〕

職員間の関係性を高めることで業務の遂行能力

を高めることをいう．下位カテゴリーは《職員同

士の人間関係》，《医師との人間関係》，《献血者と

の関わり》，《上司との人間関係》，《チームワーク

の良さ》，《円滑なコミュニケーション》，《勤務を

融通し合える職場風土》，《新人からの刺激》が抽

出された．

（4）〔健康管理〕

健康を維持する事への関心を持ち心身の健康管

理に努め，良いコンディションを保つことをいう．

下位カテゴリーは《健康管理》が抽出された．
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表1 面接から抽出されたカテゴリー

上位カテゴリー 中位カテゴリー 下位カテゴリー

生活背景 生活者としての家庭責任 母親役割
生活の維持
子供の教育費が必要

働く意志 就職動機
病院の看護職に復帰することへの不安
社会参加をしたい

生活の中の労働 子育てをしながら働く
単身で生活しながら働く
介護をしながら働く

気分転換 ストレスの解消
仕事に向かう意欲を生み出す趣味
気分転換

働き続けられる環境づくり 働く環境の整備 夜勤がない生活
通勤可能な距離
保育施設の利用
子供が病気のときの対応
勤務時間の調整
子育て支援
休みの確保
家庭生活との両立
福利厚生制度の利用

他者からの支援 家族の理解と協力
夫の理解と協力
子供の理解と協力
実家の理解と協力
職場の理解と協力
上司の理解と協力
仕事をしていく上での心の支え

健康管理 健康管理

自己実現 職務満足 給料の満足
経験により得られる自信
仕事のやりがい
働くことの喜び
職場への感謝の気持ち
職場に必要な存在であることの承認

キャリアの選択 キャリアの選択
キャリアアップの機会

採血業務・献血者サービスの質の
向上

専門能力を高めるための学習 業務上必要な知識の習得
学習の楽しみ
教育機会の獲得

職場の人間関係 職員同士の人間関係
医師との人間関係
献血者との関わり
上司との人間関係
チームワークの良さ
円滑なコミュニケーション
勤務を融通し合える職場風土
新人からの刺激

安全な業務の遂行 看護師の職業意識
看護業務
採血業務
インシデント発生時の対応

職場への帰属意識の高まり 仕事の中の楽しみ 仕事の中の楽しみ

帰属意識 所属の欲求
組織の社会的役割の認知
組織への順応
仕事の目標
組織の中での役割
仕事を続ける意志
職場改善の意識



3）【自己実現】

職務遂行能力や自己の特性を最大限に発現し，得

られた充足感をいう．

（1）〔職務満足〕

個人の職務または職務経験の評価から生じる好

ましく肯定的な情動の状態をいう．下位カテゴリー

は《給料の満足》，《経験により得られる自信》，

《仕事のやりがい》，《働くことの喜び》，《職場

への感謝の気持ち》，《職場に必要な存在である

ことの承認》が抽出された．

（2）〔キャリアの選択〕

職業生活の中で個人が歩む過程を選択すること

をいう．下位カテゴリーは《キャリアの選択》，

《キャリアアップの機会》が抽出された．

4）【血液センター看護師の役割の遂行】

安全で質の高い輸血用血液を得ることや，献血者

サービスの質を上げることで，仕事に向かう意欲を

高めた内容をいう．

（1）〔採血業務・献血者サービスの質を高めるため

の学習〕

採血業務・献血者サービスの質を高めるために

看護師が行った学習．下位カテゴリーは《業務上

必要な知識の習得》，《学習の楽しみ》，《教育機

会の獲得》が抽出された．

（2）〔安全な業務の遂行〕

看護師が安全確実に業務を遂行できたこと．下

位カテゴリーは《看護師の職業意識》，《看護業

務》，《採血業務》，《インシデント発生時の対応》

が抽出された．

5）【職場への帰属意識の高まり】

忠誠心や信頼感が高まる事で仕事が楽しくなり，

業務遂行レベルを上昇させる組織への肯定的な感情

の高まり．

（1）〔仕事の中の楽しみ〕

仕事を通じて得られる楽しみによって就業継続

できることをいう．下位カテゴリーは《仕事の中

の楽しみ》が抽出された．

（2）〔帰属意識〕

組織の価値観や目標を受容し，組織への所属を

希望する意思をいう．下位カテゴリーは《所属の

欲求》，《組織の社会的役割の認知》，《組織への順

応》，《仕事の目標》，《組織の中での役割》，《仕事

を続ける意志》，《職場改善の意識》が抽出された．

V 考 察

1．【生活背景】

〔働く意志〕を構成している《就職動機》の内容は

様々あるが，たまたま見た募集広告から，血液センター

の仕事に興味を持ち，就職していた．新卒の看護師は

病院を初職として選ぶことが多いが，血液センターは，

病院からの転職による再就職者が多い職場である．そ

のため転職の際には，再度，自分の能力・適性を見つ

めなおし，《病院の看護職に復帰することの不安》に

対しては，「病院ではないが看護の資格を生かして働

ける場所」を探し出し，より強化された就業意欲を持っ

て就職していたことが分かった．結婚などで離職した

経験を持つ看護師は，医療職を離れて家庭に入ったも

のの，やはり家事だけではなく《社会参加をしたい》

という気持ちを強め，血液センターに再就職している．

これらの強化された〔働く意志〕が看護師の就業を継

続させていると考える．

余暇を上手く使い《気分転換》を行うことで就業継

続が可能となる一端があることが考えられる．休日に

《仕事に向かう意欲を生み出す趣味》や休息で《スト

レスの解消》をした看護師が，疲労やストレスからの

回復を図り，生活や労働への活力を生み出しているの

である．〔気分転換と仕事との関係〕は，看護師を取

り巻く生活の中に労働という要素をバランスよく配分

し，就業を長期に継続する効果を果たしているのだと

考えられる．

本研究における対象は，全員が女性の看護師であっ

た．厚生労働省調査によると，看護師は，自ら就業す

ると共に，社会で生きる一人の〔生活者としての家族

的責任〕を担っていた．女性の占有率が高い看護職に

おいて，《母親役割》を負いながら働いている看護師

は血液センターにも多数存在した．「子供のために仕

事を辞めようと思っていながらも冷静に考えると仕事

を辞めたら生活がしていけない．」という言葉が示す

ように，子供との時間を得るために辞めようかという

迷いが生じたときでも，子供を育てるためには働いて

収入を得る必要があり，また，近年の長引く不況の中

では，夫の雇用不安に対処し，妻の働きによって家族

の経済的安定を図る事が期待されるために《生活の維

持》は欠かせないと捉え，退職には至らなかったこと

が考えられる．子供の教育費負担が母親の労働供給を

促進することが明らかにされているが（大沢 1993），

このことは本研究で《子供の教育費が必要》が抽出さ

れたこと整合する．

一方，子供を持たない看護師は，「現在の生活レベ

ルを保ちたい」や「多少自分の自由になるお金も必要」
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などの理由を挙げ，自分自身の生活を維持するために

働き続ける必要性があることが確認された．近年，20

代から30代の若年女性の中で未婚者が増加している

（武石 2009）．《単身で生活しながら働く》のは，専

門職として働く看護師が，結婚というライフコースを

選ばず自立の手段として就業継続していることを示し

ている．結婚を機に再就職をし，出産・育児を経験し

た看護師は《子育てをしながら働く》ことで仕事と育

児を両立させたいと考えている．また，育児だけでな

く，家族に高齢者や介護者を持つ看護師は，生活を維

持していくためには《介護をしながら働く》ことでの

就業継続を考えていた．これらの〔生活の中の労働〕

は，生計を維持していく必要のある看護師が，家庭や

自分自身の生活を大切にしながら就業を続けたいと思っ

ていることの表れであるといえる．

2．【働き続けられる環境づくり】

病院での勤務は，夜勤を伴うことが多いが，夜勤の

有無は，働き続けられる環境を決定付ける大きな要素

である．本研究においても《夜勤がない生活》が血液

センターに就職した理由として挙げられており，夜勤

がないことが就業継続できる一因であることが示され

た．日勤帯のみの勤務体制である血液センターでは，

先のカテゴリーで述べたように，家庭や自分自身の生

活を大切にしながら就業を続けたいと思っている看護

師が，育児や家事などの家庭生活と仕事を両立できる

ことが，就業継続を可能とする大きな要因として特徴

づけられる．

夜勤に伴う問題では，通常の睡眠期である深夜や早

朝帯に起きて働くため，心身に多面的な影響が及び，

疲労の蓄積が起こってしまうこと，さらに夜業昼眠生

活は，生活フェーズが通常の昼業夜眠生活と大幅なズ

レを起すために，社会生活上の不利をこうむることが

明らかになっている（酒井 2004）．「病気をコントロー

ルしながら仕事を続けています．」という健康上の問題

や「夜勤は子供と離れてしまうし，その間，子供を預

けられる人が居ない」などという生活上の事情により

夜勤の出来ない看護師にとっては，血液センターに就

職し日勤帯の仕事に就くことで《家庭生活との両立》

を図り，就業継続することができたのだと考えられる．

病院勤務では，常勤で夜勤を免除されることは難しい

が，血液センターではそれが可能である．血液センター

で就業継続できる要素のひとつは，この日勤だけの勤

務体制にあるといえる．

転職経験のある看護師への調査で，再就職の際に重

視したこととして「地元だから」という理由が上位に

位置している．自宅と職場が近いことは，働きやすさ

の一要因であると考えられる（矢野 2007）．本研究

での《通勤可能な距離》の抽出も，就業継続できる条

件として，多くの施設の中から探し出した結果である

と思われる．

子供をもつ看護師の就業には，様々な社会制度が影

響を及ぼしている．なかでも，育児休業制度は，継続

就業を支援するのと同時に，就業による結婚や出産に

対する阻害因子を和らげる効果がある（樋口 1994）

との報告がある．看護師は《福利厚生制度の利用》に

よって，結婚や出産という女性のライフサイクルに関

わる問題が解決され，離職の危機を免れることが出来

たのである．

育児休業後に職場復帰すると，次にはいかにして仕

事と子育てとの両立を図るかという問題が生じるが，

これに対しては《保育施設の利用》《子供が病気の時

の対応》《勤務時間の調整》などの対策がとられてい

た．保育施設の利用可能時間と勤務終了時間とのずれ

など《保育施設の利用》によっても対応しきれない部

分には，家に親が不在の時間が出来てしまったケース

もあったが，親としての不安や心の葛藤を乗り越えて

仕事を続けてきたことが示されていた．

子供の病気は突発的に起こることが多いため，《子

供が病気の時の対応》つまり急な《休みの確保》がで

きるかどうかは，仕事を続けていく上での問題である．

「課長が勤務を工面してくれた．」「個人交渉して誰か

が代わってくれた．」などの調整をしながら，この局

面に対処している．しかし，ここでもやはり，子供を

1人で置いて仕事に出ていたケースもあり，病児保育

の必要性やさらなる《子育て支援》が望まれるところ

である．

仕事を継続していく上では，〔他者からの支援〕に

支えられている面が大きいと考えられる．今回の調査

で確認されたものの内，《職場の理解と協力》は，勤

務時間の短縮などの方法で，看護師の就業継続をバッ

クアップしようという職場の動きがあることが示され

た．《上司の理解と協力》は，仕事で困った時に上司

に助けてもらったり頼りにしたりできたことで，就業

継続出来ていた．このように組織は，看護師の周りに

いる管理者や先輩に相談をしやすい職場環境やサポー

ト体制を整備しておくとともに，看護師自身は，職場

で信頼できる誰かに悩みを打ち明け相談し，積極的に

問題解決のためのアクションを起すことが必要なのだ

と考える．

一方，家庭生活の方に目を向けると，夫の家事・育

児時間が増えれば，妻の就業が促進されるという関係

があるということが知られている（松田 2005）．「夫

の協力が得られるので仕事と家庭生活とのバランスが
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取れている．」，「子供が病気の時に，夫が休みを取っ

て協力してくれた．」など，家族の中でも《夫の理解

と協力》は看護師にとっての大きな力となり，夫から

受ける支援によってエンパワーメントされ，就業継続

できていたことが確認された．また，総務省の調査に

よると（総務省 2006）家事に費やす時間は女性のほ

うが圧倒的に長いというデータがある．（有配偶男性

の一日の家事時間43分，有配偶女性は5時間3分）

男性の家事への参加はまだまだ進んでいない．しかし

夫の家事・育児参加が増えていくなら，さらに看護師

の労働力率の向上と就業継続が促進される可能性があ

るといえる．「家事を頼んでいくと分担してやってく

れる．」という《子供の理解と協力》も母親の就業継

続の一助となっていた．その他，《家族の理解と協力》

《実家の理解と協力》についても同様に，家事を手伝っ

てもらうことで，仕事に取り組める体制が確保されて

いた．看護師は《仕事をしていく上での心の支え》と

して家庭の存在を挙げ，心の拠り所として職務に従事

していることを語った．

家庭には，保護機能と愛情機能があること精神的安

定の場としての機能があることが知られている（三戸

2001）（神谷 2005）．看護師は，家庭の持つ癒しの効

果によって心の強さを得ていると思われる．家族の慰

めや励ましによって心が癒され，活力が蘇るのである．

「仕事をしていく上での支えは家族．」「やっぱり家庭

があるから仕事を続けていくのだ．」と語る看護師達

にとって，家庭は，就業継続意欲を生み出す場なのだ

といえる．

《職員同士の人間関係》は，辛い時に励まし合った

り，相談できる仲間としての認識を持ち，情緒的支援

関係があることが分かった．また，忙しい時には団結

して働いていく存在であった．このような職員同士に

機能する支援関係が，就業を継続していく意志を支え

ていると考える．仕事の継続意志と職務満足の関係か

らも，〔職場の人間関係〕が良好であるほど今の職場

での継続意志は確実なものとなるとの報告がある（中

山 2004）．新人との関係では，人間関係を作りやす

くする先輩看護師の特徴は，後輩に対して上位下位の

関係に固執せず，先輩看護師も自己開示し相互成長を

認める関係である（大川 2004）とされている．看護

師は，新人に教え与えることだけではなく，自らも自

己開示し親和感のある関係を持つとともに《新人から

の刺激》を受けとめることで相互成長へと発展させた

のだと考えられる．《医師との人間関係》は，かなり

気を使って接しているものの，分かり合えない面があ

り，「あきらめて対応している」現状がある．一歩引

く姿勢が，医師との関係を円滑にするひとつの方法で

はあるが，しかし，「あきらめる」ことは仕事への意

欲の低下を招く危険性もある．仕事上の関わりの中で

信頼関係を築いていけば，より働きやすい人間関係が

醸成されると考える．《上司との人間関係》について

は，上司の人間性や考え方が職場の雰囲気を変える力

があることが示された．上司の明るい性格が職場のムー

ドメーカーとなり，嫌な事や辛い事などがあっても上

司の人間性に触れることで解消されていた．また，仕

事や家庭の問題で悩んでいる時期にタイミングよく受

けた助言により，看護師を力づけ，やる気を起させて

いたことが確認された．《チームワークの良さ》や《勤

務を融通し合える職場風土》は，他者との人間関係が

良好であるからこそ得られたものである．他者との人

間関係を形成することは，困難が生じたときの人的資

源を活用する時の基盤となる（真壁 2006）．コミュ

ニケーションと人間関係は原因と結果の循環関係にあ

るといわれている（堀川 1986）．それゆえに《円滑

なコミュニケーション》がとれるということは良い人

間関係の形成を保障するものであると考えられる．献

血では，健康な人と明るい会話ができるため，《献血

者との関係》は，ポジティブなものである．「その日

無事に終われば完了する，完了感っていうか，終わりっ

て言う感じが好きです．」という言葉が示すように血

液センターでの一回毎の業務には，入院中の患者に対

するような継続性がないため，仕事の完了感が得られ

ている．仕事の完了感は，すなわち個々の仕事の達成

感となり，看護師を動機づけるエネルギーを生み出し

ていたのだと考える．

疾病は，日常生活に内在する危険であり，誰にでも

罹患の可能性がある．疾患が就業を困難にし，離職に

繋がることもある．一方，看護師が心身ともに健康で

あることは，献血者に質の高い看護を提供するための

前提条件となるため，〔健康管理〕は働く上で重要な

要素となる．対象者の中には，病気を治療しながら働

いている看護師がいた．慢性的な疾患を持つ看護師は，

勤務の途中で内服し，病気をコントロールしながら働

いていた．移動採血車での勤務が不可能な看護師は，

固定採血施設での就業が出来るように交渉し，働ける

環境を確保していた．また，手術後に早期に職場復帰

をして，精神面の安定を得たケースもあった．健康状

態と仕事の継続意志との関係には，「治療中の看護師

群」で最も継続意志が高く，「症状はあるが，治療を

受けていない群」で最も低いという報告（中山

1994）がある．治療中の看護師は，健康な者以上に健

康管理に関心を持ち，心身の状態を良好に保つ努力や

働ける環境の整備をしている．そのため，これらの看

護師が抱く，病気に負けないで仕事をやり遂げようと
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いう強い就業意志が就業継続をもたらしたのだと考え

られる．

3．【自己実現】

〔職務満足〕として抽出された《給料の満足》は職

務に対する報酬が，納得できるものであったことを示

していた．看護師は，安全に採血が出来た時，献血者

に満足や達成感を与えることが出来た時，献血者がリ

ピーターになってくれた時などに《仕事のやりがい》

を感じていた．献血は，無償で血液を提供するボラン

ティアである．ボランティアを行うことによって得ら

れる援助効果（自分の活動が，社会にとって有益であっ

たと感じること）は，ボランティア活動の継続を動機

づける心理的な中核的要因である事が明らかにされて

いる（妹尾 2008）．つまり献血者に「今日は良いこ

とが出来た」という感想を持って貰え，看護師の感謝

の気持ちを受けとめた結果が，リピーターの増加となっ

て表れ，看護師にやりがいを感じさせていたといえる

のである．

また，看護師が持つ自信は，経験年数との関連があ

るが（山内 2004），看護師は，経験年数とともに，

知識や技術に対する職場での信頼を得て，責任のある

仕事を任されるようになる．このような肯定的な職務

経験は《経験により得られる自信》として意欲を生み

出し，それを推進力に日々の職務経験を積み重ねてき

た．つまり，看護師が職務経験を客観的に捉え，肯定

的意味づけを行えたことが，就業継続をもたらしたの

だといえる．このように職場での信頼を獲得した看護

師は《職場に必要な存在であることの承認》が得られ，

継続の危機が訪れた時でも上司に説得されて，職場に

留まる選択を行い，離職を避けられた．その結果「い

つの日にか血液センターに恩返しが出来る時まで居よ

う．」という《職場への感謝の気持ち》を生み出した

のである．

〔キャリアの選択〕は，比較的消極的なものであっ

た．血液センターで働く看護師は「育児や介護などの

家族的責任を負っている」，「夜勤が出来ない」などの

事情により，行動の制約を受けている場合がある．ま

た，専門看護師や認定看護師などの資格は，業務の特

殊性から，血液センターでの業務にそぐわないものが

多く，目指す目標が見つからないこともひとつの理由

であると考えられる．資格や職位を目指さずに，現状

のまま無理なく就業し続けようという姿勢が見られた．

《キャリアの選択》では，自ら選び取って今の状態を

継続するのであれば，資格や職位をとらずスタッフナー

スとして就業継続するのも一つのキャリアの形である

と考える．《キャリアアップの機会》では，准看護師

が働きながら学んで，看護師免許を得た経験が述べら

れた．授業や実習への参加は，ほかの誰かの労働の上

に確保されるものである．看護師は，組織や仲間が現

場を離れて参加できる機会を作ってくれたことに感謝

し，こうして得た知識や技術を発揮して，この先，職

務を実践することで応えていきたいという意志を持つ

ようになったのである．

4．【血液センター看護師の役割の遂行】

献血者の安全を保障し，安全で質の高い血液を確保

するためには，〔採血業務・献血者サービスの質を高

めるための学習〕が必要である．《業務上必要な知識

の習得》はパソコン操作や採血手順の確認が行われて

いた．年代の異なる看護師との研究では《学習の楽し

み》を感じ，研修や学会への参加は，「自分の立場を

認識して，頑張ってやらなければ．」という励みになっ

ていた．中堅研修という《教育機会の獲得》が刺激に

なり，職場で期待されている立場を認識していた．研

修をきっかけに，自己の看護実践を振り返ることで，

職務への肯定的な理解がなされた．職業継続意志は仕

事に対する満足感ややりがい感，労働条件に対する満

足感と関係している（井口 2001）．看護師の学習ニー

ズを把握し，教育プログラムの充実をはかることは，

さらなる就業継続に導く可能性があると考える．

看護師は，〔安全な業務の遂行〕を心がけ日常の業

務にあたっている．血液センター看護師の主要な業務

としては，輸血用血液及び血漿分画製剤の製造を目的

として，献血者の安全を確保しながら採血基準に合致

した血液の採取を行い，採血された血液の品質を確保

する役割を担っている．具体的には，献血としての採

血に使用する原料・資材の検品，健康診断，採血，原

料・資材や採血された血液の適正な保管管理，また，

献血者の受入から退出までの安全確保とスムーズな誘

導，副作用防止などを行っている．献血で得られた血

液は，その後に続く製造工程や血液検査を経なければ

ならず，使用期限内に患者に輸血できるものにするた

めには，これらの多くの業務を安全にかつ迅速に遂行

できる能力が必要である．《看護業務》の領域では，

ウィンドウピリオドを補完するための重要な手段とな

る問診が適切に行われるように，単なる問診の補助に

留まらず，看護師の目で見て，献血者自身が気付かな

かった事まで引き出せる観察能力が発揮されていた．

《採血業務》については，正確な穿刺技術に自信を持っ

ていた．輸血効果の高い血液を得るためには，溶血を

防ぐことや一定の血小板濃度を回収できることが求め

られる．そのためには，17ゲージの採血針を一度で

確実に血管内に穿刺できること，1時間近くに及ぶ採
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血時間の間，献血者の血圧を安定させ血流速度を維持

しておけることが必要がある．看護師は，タイミング

よく観察や声かけを行うことで，血管迷走神経反射に

よる血圧の低下を防ぐ働きかけをしていた．また，看

護師は正確な穿刺技術をもっていることを自覚してい

た．「『どこどこの病院の看護師さんには何回失敗され

たけど』という細血管の人にスパッと一発で入ったと

きの気持ち良さが癖になるんです．」のように，採血

技術の高さに自信と誇りを感じていた．前述のように

（中山 1994）は，病院で働く看護師が仕事にやりが

いを見いだし，満足度や継続意志を高めていくために

は，看護師が最も価値をおいている「患者ケア」に関

することへのサポートが必要であると述べているが，

患者と接することのない血液センター看護師について

は，この採血技術の高さを仕事の誇りとして感じ，

「癖になる」という言葉が象徴するように，この業務

を繰り返し行いたいという，仕事を続ける意欲を生み

出していたと考えられる．

病棟のような交代勤務を行わない職場である手術室

に勤務する看護師は，自ら行った看護が患者によって

評価されフィードバックされることで看護師としての

自信を取り戻し，役割とやりがいを得ていることが明

らかにされている（大西 2009）．血液センター看護

師においても「意外と今日痛くなかったよ」「今まで

血管細で献血出来なかった人が，献血できた事で感動

します」などの献血者からの反応に喜びを感じ，やり

がいを得ていたのである．

《インシデント発生時の対応》では，インシデント

報告がしやすい雰囲気にあるため，失敗を隠したり，

意欲を落とすことなく，業務改善への推進力に変えて

いたと考えられる．

5．【職場への帰属意識の高まり】

〔仕事の中の楽しみ〕は，職務の中心的な機能とは

別に，付随して起こる楽しい出来事や発見を利益とし

て受けとめ，その後の仕事を動機づけ，職場を好まし

く思う要因のひとつとなったと考えられる．

〔帰属意識〕は，組織コミットメントの概念で研究

されており，構成要素のひとつである情動的コミット

メントは，組織全体への情動的な同一化および関与の

強さを表し，離転職意思・行動をともに強く低減させ

ると述べられている（宗方 2002）．本研究から抽出

された《所属の欲求》《仕事を続ける意志》は情動的

コミットメントに符合し，看護師の職場への愛着が，

就業継続に繋がったとみることができる．また，看護

師は，職場研修を受けることで職場への帰属意識を持

つようなった．組織社会化水準が上がり《組織への順

応》が促され，職場に適応してきたことを示唆した．

看護師が，職場研修を受けることは，《組織の社会的

役割の認知》を促す．つまり自分が所属する組織の社

会的役割が血液事業という公益的活動として社会に期

待されていることを確認できたのではないかと考えら

れる．それと同時に日々の献血者との関わりの中から

も，社会に役立つ仕事をしているという実感を得たこ

とで組織に対する愛着を深めたのだと考えられる．日々

の業務では，採血指図を満たすことや安全な血液の確

保などの《仕事の目標》を意識し，組織における自分

の役割《組織の中での役割》を自覚して，職務に従事

していたことが示された．シャイン（Schein,E.,1978）

は，自己概念の形成プロセスにおいて，「階層次元」

の垂直的キャリア成長と「職能次元」の水平的キャリ

ア成長，さらにもうひとつの次元として，職能ないし

組織の核へ向かう「中心性次元」への成長を示唆して

いる．これは組織内で経験を積み，いっそう信頼され

るようになるにつれ，より中心的なメンバーとして存

在することを意味する．こうして組織の役割・技能の

課題が達成された看護師は，《職場改善の意識》を持

ち，より働き続けやすい職場を作るよう働きかけ，就

業継続できる環境を自ら作り上げていく役割を担うよ

うになったと考えられる．

6．研究の限界

分析を試みる中で，それぞれの対象者と対象者の働

く施設の匿名性を最優先する必要があり，対象者の施

設環境，組織風土などの具体性に触れずに分析した．

研究の課題として，血液センターという限られた組織

の中で，対象人数が少ないために，管理職を含めた選

定を行ったが，離職を防止する立場である管理職と，

スタッフナースとの立場の違いからこれらを区別して

検討を行うべきであった．

VI 結 論

血液センター看護師が就業継続できる要因について

明らかにすることを目的に，東海圏内に勤務する5年

以上の経験を有する看護師17名を対象に，半構成的

面接を行い，面接内容を質的記述的に分析した．その

結果，以下のことが明らかになった．

1．血液センター看護師が就業継続できる要因は【生

活背景】，【働き続けられる環境づくり】，【自己実

現】，【血液センター看護師の役割の遂行】，【職場

への帰属意識の高まり】の5つから構成されていた．
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2．看護師は，職場の組織構成員として働くとともに

【生活背景】に家族的責任を負っており，社会で生

きる一人の生活者として働く必要があった．

3．看護師は〔働く環境の整備〕や〔他者からの支援〕

を受け【働き続けられる環境づくり】を積極的に行

いライフイベントや疾病などによる離職の危機に対

処していた．常勤として夜勤をせずに働ける勤務体

制は交替勤務の働きにくさを回避し，生活の調整を

行う上で有効であった．良好な人間関係のもとで日々

の業務を遂行しており，献血者及び組織構成員との

対人関係技能を修得していることが示唆された．

4．【自己実現】について，《給料の満足》《仕事のやり

がい》《働くことの喜び》《経験により得られる自

信》《職場に必要な存在であることの承認》《職場

への感謝の気持ち》などの肯定的な職務経験が看護

師に意欲を与え，それを推進力に就業継続していた．

5．【血液センター看護師の役割の遂行】について，

看護師は，業務を安全にかつ迅速に遂行するために，

研修や学習によって必要な知識を修得していた．看

護師は，病院で働く看護師のように直接的に患者と

接することはないが，採血行為を通して献血者と関

わり，献血者の安全を確保し，採血時の穿刺技術の

高さを誇りとして感じていた．また，献血者からの

反応に喜びを感じ，やりがいを得ていた．

6．【職場への帰属意識の高まり】について，組織や

社会に役立つ仕事をしているという実感を得たこと

で，組織に対する愛着を深め就業継続していた．

以上のことから，看護師が就業継続していくために

は，家庭や自分自身の生活を大切にしながら就業でき

ること，働き続けられる環境を整備できること，仕事

を通じて自己実現をはかれること，採血業務・献血者

サービスの質の向上に結びつく学習や人間関係の形成

ができること，そして職場に対して帰属意識を持つこ

とができることの重要性が明らかになった．
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要 旨

本研究の目的は，「血液センター看護師の就業継続の要因」とは何かを明らかにすることで

ある．

東海圏内の赤十字血液センターで正規職員として働く，勤務経験5年以上の看護師で研究の

同意の得られた17名を対象とし，半構成的面接により収集したデータを質的に分析した．

データ分析は，面接内容から作成した逐語録を精読し，就業継続できるための要因に関する

記述を抽出したものを，KJ法の手法を用いて意味内容の類似性によりカテゴリー化した．

分析の結果，収集したデータから血液センター看護師の就業継続の要因として，総数402の

コードが抽出された．これらのコードから59の下位カテゴリーが形成され，さらに14の中位

カテゴリーが形成された．これらのカテゴリーは最終的に【生活背景】，【働き続けられる環

境づくり】，【自己実現】，【血液センター看護師の役割の遂行】，【職場への帰属意識の高

まり】の5つの上位カテゴリーにまとめられた．

看護師は，職場の組織構成員として働くと共に，社会に生きる一人の生活者として働き，生

計を維持していた．就業継続への迷いが生じたときでも，子供を育てるためや，より豊かな生

活を送るために働いて収入を得る必要があった．ライフイベントや疾病などによる離職の危機

には，働く環境の整備を行ったり他者からの支援を受けたりしながら，働き続けられる環境づ

くりを，看護師自身が積極的に行うことで離職の危機に対処していた．

仕事のやりがいを感じたり，働くことの喜びを得るなどの肯定的な職務経験は看護師の意欲

となり，これを推進力に就業継続していた．また，職場に必要な存在であることの上司からの

承認は，看護師を続けていく上での自信となっていた．

職員同士の人間関係は，辛い時に励まし合ったり相談できる仲間であり，情緒的支援関係に

あった．そしてまた，忙しい時には団結して働いていく存在であり，採血業務・献血者サービ

スの質の向上に貢献していた．このような職員同士に機能するサポートシステムが，就業を継

続していく意志を支えていた．看護師は，組織や社会に役立つ仕事をしているという実感を得

たことで，組織に対する愛着を深め就業継続していた．

以上の結果から血液センターで働く看護師が就業継続していくためには，看護師が，家庭や

自分自身の生活を大切にしながら就業できること，働き続けられる環境を整備できること，仕

事を通じて自己実現が図れること，血液センター看護師の役割が確実に遂行できること，そし

て職場に対して帰属意識を持てることなどが重要であると示唆された．
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